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［背景・ねらい］

ナシは花芽数が多く、 1花芽当たり約 8花が開花するため、結実量が多く、そのまま

では摘果に多くの時間を要する。そのため開花直前に摘らいや開花期の摘花作業が実施

されているが作業適期が短く十分対応できていない。そこで発芽前に花芽の先端を部分

的にせん除して、着花数を制限することで、摘らいなどの作業を分散し、摘果の作業時

間を短縮する。

［成果の内容・特徴］

１． １花そう当たり着花数は「新高」、「新興」、「幸水」及び「豊水」では花芽切り

により少なくなり、芽切りの程度が強いほど着果数も制限されている。花芽切りは

「新高」及び「新興」では芽枯れを助長する（表１、表２）。

２．花芽切りは１花そう当たりの結実数を低下でき、摘果対象果そうも少なくなる（表

２、表３）。

３．花芽切りの作業所要時間は萌芽期に実施すると摘らい作業時間とほぼ同等である

（表２）。

４．花芽切りは果実重や果実品質への影響はほとんど無い（表２、表４）。

［成果の活用面・留意点］

１．花芽切りの時期は早すぎると芽枯れを助長する可能性があるので萌芽期前が良い。

２．花芽切りの程度は着果させない部位では花芽の先端から 2/3程度せん除し、着果さ

せる部位では 1/2程度せん除する。



［具体的データ］

表１ 花芽切りと着花数、芽枯率

新高(1998年) 新興(1998年） 幸水(2002年) 豊水(2005年)
芽切り程度

着花数 芽枯率 着花数 芽枯率 着花数 芽枯率 着花数 芽枯率ｚ ｚ ｚ ｚ

（花） （％） （花） （％） （花） （％） （花） （％）

1/3芽切り 3.0 33.4 5.8 2.2 - - - -

1/2芽切り 2.5 23.5 2.8 4.2 2.9 0.0 3.5 0.0

2/3芽切り 0.7 56.1 0.2 19.3 - - - -

無 処 理 3.6 10.4 6.1 0.0 6.4 0.0 6.6 0.0

１花そう当たりｚ

表２ 新高の花芽切り処理と開花数、芽枯れ率、所要時間及び果実品質(2000年)

芽切り 芽枯れ率 開花数 所要時間(秒/芽) 果実重 果形 糖度
処理日 果皮色

程度 (％) (花/花そう) 芽切り 摘らい (ｇ) 指数 (Brix)

z z3.10 1/2 12.6 2.2 3.5 - 621.5a 115.8 3.4 12.5a
3.18 1/2 13.1 2.8 3.4 - 638.4a 115.3 3.9 13.1a

3.18 1/3 11.5 3.2 3.1 - 683.2a 118.1 3.8 13.1a

3.26 1/2 13.4 3.5 2.6 - 631.4a 117.9 3.9 12.8a

無処理 1.9 4.3 - 2.3 592.7a 118.0 4.2 12.5a

異なる文字間にはTukeyの多重検定で5％レベルで有意差有り。ｘ

表３ 豊水の1/2程度の花芽切りと花芽密度､開花数及び結実率(2005年)

花芽密度 開花数 結実数 結実率 （％）ｚ ｙ ｘ

処 理
(芽/㎡) (花/花そう) (果/果そう) (結実果そう/花芽)

花芽切り 35.2 3.5 2.5 62.5

無 処 理 36.8 6.6 3.1 72.5

花芽切り区は処理花そうの花数 処理全体の果そうの結実数ｚ ｙ

処理前の花芽数に対する１果そう当たり１果以上結実した果そうの率ｘ

表４ 豊水の1/2程度の花芽切りと果実品質(2005年)

処 理 果実重 果形指数 果皮色 地色 果肉硬度 糖度 ｐＨ
(ｇ) (横径/縦径)(ｶﾗｰﾁｬｰﾄ) （kg) (Brix)

花芽切り 445.4 113.0 2.6 2.5 4.6 11.9 4.97

無 処 理 410.4 112.2 2.4 2.2 4.6 11.6 4.90

ｔ検定 * ns ns ns ns * ns

* 5％水準で有意差有り
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